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「日経ＩＲフォーラム」（２０１９年８月８日、大阪市） 

萩生田光一・自民党幹事長代行（当時）の講演から抜粋 

 

「今日お見えの海外の投資家や企業の方々にとって、ＩＲ区域の

認定に最初に１０年間の許可を与え、５年間ごとに更新の手続きを

する制度が大きなリスクになっていることは承知している」 

「基本方針をつくる中で解説をきちんと入れさせる。１０年たっ

たときに、知事や市長や議会の構成がかわって『やっぱりあんたたち

出て行ってくれ』といっても訴訟になる」 

「１０年たったときに事業をやめろということはできないように

なっている。これを次の基本計画を発表するときにご理解いただけ

るようにするので、みなさん安心して準備をしていただきたい」 



新自由主義を転換し 

やさしく 

強い経済へ 





新自由主義  「自由」？→人間の自由ではない、企業のもうけを最大化する自由 

 ↓ 

「新」？  ◆昔の自由主義＝１８世紀の最初の、もうけ放題 野放しの資本主義 

→貧富の格差拡大←社会主義思想の誕生、ロシア革命 

                  →20世紀は、いってい「福祉国家」の時代に 

                  →1990年代初頭「ソ連・東欧」崩壊→「資本主義勝利？」 

        ◆新しい自由主義 ＝企業の儲けの最大化 賃金抑制  社会保障改悪  

税のフラット化 マネー資本主義 →貧富の格差拡大 

       2001年～小泉「構造改革」（雇用破壊、社会保障の連続改悪） 

       2013 年～「アベノミクス」（中心は金融政策。株高誘導→大企業・富裕層大儲け）  

   新自由主義からの転換めざす米国～若者の社会主義サークル→サンダース（民主的社

会主義者）現象→バイデン政策へ 新自由主義との対決軸は、昔も今も社会主義思想 

日本では、日本共産党が頑張るしかない！！ 


